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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Modified Lengthening Temporalis Myoplasty Involving an Extended Lazy-S 
     Incision to Avoid Facial Scar Formation 
     （顔面に瘢痕を残さない延長耳下腺S状切開による島状側頭筋移行術） 
 
 
 島状側頭筋移行術は顔面神経麻痺に対する動的再建（笑いの再建）であるが、島状側
頭筋移行術原法で用いる鼻唇溝切開は顔面に目立つ瘢痕を残す。本研究では、鼻唇溝切
開の代わりに延長S状耳下腺切開を用いた島状側頭筋移行術変法に関して、固定屍体を用
いた解剖検索及び臨床使用例での検討を行った。その結果、変法の操作面と整容面にお
ける優位性が示唆された。 
 審査ではまず、本研究の学問的な意義を問われた。これに対して、延長耳下腺切開を
用いた島状側頭筋移行術変法については初の臨床報告であり、顔面神経麻痺の動的再建
術の進歩として意義があると回答された。 
 次に、島状側頭筋移行術原法の鼻唇溝切開の利点と瘢痕についての質問がなされた。
鼻唇溝切開の利点は側頭筋腱の皮下への縫合が容易であることだが、術後に作成された
鼻唇溝が不整となり瘢痕と一致しないこともあるので、大きな利点とは言えない。瘢痕
の定量的評価は困難だが、他文献での西洋人の鼻唇溝切開の瘢痕はあまり目立たない印
象であるのに対して、東洋人は皮膚の性状の差異からか瘢痕が目立つ傾向があると回答
された。 
 続いて、術式の侵襲について、具体的には延長耳下腺切開の侵襲性と下顎骨筋突起を
離断する必要性に関しての質問がなされた。鼻唇溝切開より延長耳下腺切開の方が剥離
範囲が広いが、双方で血腫などの合併症の頻度に差はなく、手術時間も有意差がなかっ
たことから、双方の侵襲度に大きな差はないと考えられる。また、筋突起の離断は侵襲
が高いと考えられがちであるが、術後の咬合運動には影響を及ぼさず、筋突起を離断す
ることで側頭筋腱と筋突起の骨膜を確実に連続させて腱骨膜弁とすることができ、十分
な強度と長さの側頭筋腱を縫合できる利点があると回答された。 
 再建結果及びその定量化に関しての質問がなされた。臨床例の再建結果はTerzis 
grading systemのgrade3〜5であったが、grade4と5の差は年齢やリハビリテーションのコ
ンプライアンスと関係し、grade3と4の差は術中の技術的な要素が関係していると考えて
いる。今回、再建結果として手術時間と口角滑走距離を採用したが、表情の対称性や瘢
痕を含めた整容面での結果の定量化は今後の課題と考えていると回答された。 
 最後に術後のリハビリテーションに関しての質問がなされた。術後3-4週後からミラー
フィードバックトレーニングを行う。鏡を見ながら咬む動きで口角を動かすことから始
め、徐々に半開口の状態でも口角を動かせるように訓練するリハビリテーション計画で
ある。これによって咬む動作なしでの不随意的笑いが表現可能となる例が多いと回答さ
れた。 
 以上、本研究は検討すべき課題を残しているものの、延長S状耳下腺切開による島状側
頭筋移行術変法は顔面に瘢痕を残さずに原法と同等の再建結果を得ることができ、特に
小児や女性、耳下腺切開の既往がある症例で有用性が高いことを示した点で有意義な研
究であると評価された。  
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